
（別添） 

令和８年度青森県ＤＸ支援力強化業務に係る 

企画提案競技評価項目及び評価基準 
 

項目 評価項目 評価基準 配点 

ア 
提案の全体像に関する

こと 

・本業務の目的及び課題を深く理解しており、提案全体に一貫

性があり、特に優れているか。 
10 点 

イ 

デザイン思考及びプロ

ジェクトマネジメント

の実践的スキルを習得

するための効果的な研

修の企画に関すること 

・研修の全体設計が、受講者のスキル習得効果を最大化する観

点から合理的かつ独創的であるか。 

・デザイン思考・プロジェクトマネジメントの内容が、県内中

小企業のＤＸ支援という実務に直結した内容となっている

か。 

・研修の回数、実施時期、主な内容及び講師が具体的かつ効果

的であるか。 

25 点 

ウ 

案内用チラシのデザイ

ン性及び表現力に関す

る提案に関すること 

・受講申込者が研修目的及び研修内容を端的に理解でき、申込

意欲が増すようなデザイン及び表現力となっているか。 
10 点 

エ 
アフターサポートに関

すること 

・業務委託期間において、修了者が実務で直面する課題に対応

できるよう、継続的かつ実効性のあるサポート体制を構築し

ているか。 

・問合せ・相談への対応方法が具体的で、修了者にとって利用

しやすい仕組みとなっているか。 

10 点 

カ 

過去の実績・スケジュ

ール・実現可能性に関

すること 

・類似業務（人材育成・研修運営等）の実績を有しており、ス

ケジュール設定が合理的で、提案全体の実現可能性が高いと

認められるか。 

５点 

キ 
実施管理体制に関する

こと 

・業務遂行に必要な人員・役割分担が明確であり、県との連絡

調整体制が整備されているか。 
５点 

ク 
経費の妥当性に関する

こと 

・経費積算の内訳が明確で根拠が十分であるか。 

・委託経費上限額の範囲内で費用対効果が高いと認められる

か。 

５点 

ケ 

（加点） 

座学・実習間の連続性

に関する独自の工夫に

関すること 

・座学研修と実習研修をより効果的につなげる独自の工夫が具

体的かつ効果的であるか。 

・座学と実習の学びの連続性を担保する仕組みが実現可能なも

のとなっているか。 

15 点 

コ 

（加点） 

将来的な事業展開・ネ

ットワーク形成に係る

提案に関すること 

・本事業を単年度にとどめず、次年度以降の研修展開等、県内

ＤＸ支援体制の強化につながる展開が具体的に提案されてい

るか。 

15 点 

合 計  100点 

（注１）評価は各項目の評価基準に基づき点数を付し、審査委員の合計点により順位を決定する。 

（注２）網掛け（黄）の項目（ケ・コ）は加点評価項目（任意提案事項）であり、提案がない場合でも失格と

はならない。 


